平成２５年度　全国鐵構工業協会　青年部会
第２回理事会　議事録
日　時　：　２０１３年７月６日（土）１３：００～１８：００
場　所　：　大阪府　鳥よし本店　
出席者　：　尾熊（広島）・長谷川（青森）・山城（京都）・上原（香川）・井上（北海道）
　　　　　　平賀（岩手）・渡辺修（埼玉）・松田（東京）・大聖（富山）・渡辺昌（愛知）
　　　　　　多和田（岐阜）・内田（大阪）・江藤（福岡）・石丸（佐賀）　　以上14名

　　　　　　　

○　開　　会
○　出席者の確認
○　会長挨拶
　　　第１１期の２年目がスタートし、早いもので３カ月が経過しました。

　　　本日の理事会は第１１期としては初めての移動理事会として、大阪府にて開催させて頂きました。

　　　４月より各地に赴き、仕事の状況などお伺いしてきましたが、どちらの地域においても仕事量は確保されている企業が多く、加工単価も上昇の気配であると感じております。

本日も本業の仕事をやりくりされ、全青会の活動と両立されながら貴重な時間を使いご参集頂きまして、感謝申し上げます。

本日の理事会も短い時間ですが活発な討議をよろしくお願いいたします。

　　　

· 各地活動報告

　　各ブロック理事より活動報告を行った。

北海道ブロック　（井上理事）
　　　

　　　東北ブロック　（平賀理事）

　　　

　　　関東ブロック　（渡辺理事）
　　　

北陸ブロック　（大聖理事）

　　　
　　　中部ブロック　（多和田理事）
　　

　　　近畿ブロック　（内田理事）
　　　

　　　中国ブロック　（尾熊会長）

　　　

　　　四国ブロック　（上原副会長）
　　　九州ブロック　（石丸理事）

　　　　

　　　各地活動報告詳細はＨＰに掲載
○　各地助成金事業申請
　　　北海道ブロックより提出された申請を協議。承認された。

　　　東北ブロックより提出された申請を協議。承認された。

　　

· 各地助成金事業報告

関東ブロックより提出された報告書を協議。承認された。
（助成金事業申請は事前にＭＬで承認済み）
　
四国ブロックより提出された報告書を協議。承認された。

（助成金事業申請は事前にＭＬで承認済み）
九州ブロックより提出された報告書を協議。承認された。

　　　（助成金事業申請は事前にＭＬで承認済み）
○　全国大会（北陸大会）進捗状況報告

　　　大聖理事より以下の報告を行った。

　　　開催日　　平成２６年４月１２日（土）

　　　開催地　　福井県「ユアーズホテルフクイ」及びその周辺施設

　　　詳細については毎月実行委員会を開催し、協議をしている段階である。
　　　次回理事会に実行委員長が出席し、詳細説明を行う意向である。

· 各地の助成金事業予定と出向理事者
　　各ブロックにおいての事業予定日と出向理事を以下の通り協議した。
　　　北海道ブロック　　平成２５年７月１８日開催　　出向者　　渡辺修　理事
　　　東北ブロック　　　平成２５年８月３１日開催　　出向者　　松田　理事
　　　関東ブロック　　　平成２６年２月２２日開催　　出向者　　井上　理事
　　　中部ブロック　　　平成２５年１０月か１１月　　出向者　　石丸　理事
　　　北陸ブロック　　　平成２６年２月予定　　　　　出向者　　多和田　理事
　　　近畿ブロック　　　平成２６年３月予定　　　　　出向者　　平賀　理事
　　　中国ブロック　　　平成２５年１１月予定　　　　出向者　　江藤　監事

　　　四国ブロック　　　平成２６年２月予定　　　　　出向者　　内田　理事
　　　九州ブロック　　　平成２６年２月予定　　　　　出向者　　大聖　理事
　　
　
· 今年度の事業計画について
　　今年度の事業計画の確認を尾熊会長より行い、下記の通り承認された。

　　●各ブロックにおいて企画運営される「経営に関する研修事業」に助成金を支出する。

　　●全構協主催の「後継経営者幹部研修会」へ全青会会員の参加啓蒙のための資料を

作成する。
　　●各ブロックにおいて企画運営される「設計者との意見交換事業」に助成金を

支出する。

　　　

　　●溶接欠陥サンプルの利用促進を、前年度に引き続き行う。

　　●構造別難易度研究を、前年度に引き続き行う。

　　●鉄骨１１０番と題し、前年度に引き続き不具合設計等の質問を募集する。

　　●インターネット会議システムの利用促進を、前年度に引き続き行う。

　　●建築鉄骨構造技術支援協会との意見交換を実施する。
　　●輸入鋼材に関する研究を経営ＷＧにて行う。ＷＧ長として山城副会長。

　　●新型タブに関する研究を技術ＷＧにて行う。ＷＧ長として長谷川副会長。

　　●ＨＰの全面改良を交流ＷＧにて行う。ＷＧ長として上原副会長。

· 各ＷＧの討議及び報告
　　各ＷＧにおいて討議を行い、以下の報告を行った。

　　●溶接欠陥サンプルについては、利用促進を各地へ案内するとともに、
管理を多和田理事が行う旨の報告がなされた。

　　●設計者との交流会についてのアンケートの最新版を、各理事はサイボウズより
　　　ＤＬし、各ブロックへ配布することとした。

　　●構造別難易度研究については、「経費」の考え方を全国にアンケート調査を行いたい旨の要望がなされ、グーグルフォームを利用し、アンケート依頼文を添付の上、

会長ＭＬにて配信することとした。なお、理事は各ブロックにおいて協力要請を
行うこととした。

　　●新型タブの研究のため、理事メンバーで試験体を作成して欲しいとの要望があり、
　　　その要望を了承した。

　　●輸入鋼材と輸入製品の調査研究を行い、次年度会長会議までに取りまとめる旨の

報告がなされた。
　　●ＨＰの全面改良するにあたり、現ＨＰの問題点および会員が欲しい情報をまとめ、
　　　９月までに草案を作成し１１月に内容の確認を行う旨の報告がなされた。
　　●現ＨＰに掲載の全国会長名簿を理事ＭＬにて確認し、変更がある地域は修正を行うこととした。

　　●鉄骨１１０番の記事の募集を引き続き行う報告がなされた。今後はＨＰの全面改良に伴い、ＨＰ上にて募集ができるよう改善していく点も合わせて報告なされた。

　　●インターネット会議の全国における利用状況を調査行った。顔を合わせて協議することも大切だが、大変便利なツールなので会議内容によっては利用価値があるとの報告がなされた。
　　●各県の会費納入状況が報告され、各理事より再度納入のお願いをする事とした。
　　●次回理事会後に関東ブロック会員との交流会を予定している旨の報告がなされた。

　　●次年度総会において、会費徴収方法およびブロック活動費としての交付方法、助成金事業の交付方法等を今後検討し、総会議案として上程する旨の報告がなされた。
　　●来年２月に開催される「後継経営者幹部研修会」の全青会担当の研修に、全青会理事が参加し各グループディスカッションの座長として、共に研修を行う旨を了承した。合わせて前日に全青会理事会を開催する旨が報告された。

　　　理事会開催場所等の詳細は、後日決定することとした。

　　●後継経営者研修会の参加啓蒙の資料作成として、参加経験者に対し参加しての感想等の回答を回収し、取りまとめを行う旨の報告がなされた。
　　　配布方法・配布先は各理事に一任し、回答結果を８月中旬までに提出する要望が

なされた。

　　●建築鉄骨構造技術支援協会との意見交換会として１０月５日に東京電機大学にて

シンポジウムを共催する旨の報告がなされ、承認を得た。
そのシンポジウムに向けて、ＦＡＢの立場からの本音と建前の率直な意見を集めることとし、鉄骨１１０番の過去の質問も利用することとした。
　　●北陸大会においての会長会議の内容について討議を行った。
　　　理事が各自テーマを持ち寄り検討したが、詳細は次回理事会にて決定することと
した。
　　　

○　閉　　会

次回理事会

日　　時　　平成２５年９月７日（土）１３：００～
場　　所　　東京都　「旭化成建材㈱会議室」
